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＜連絡事項＞

· ベッドコントロール　

西病棟　平勝利様が候補として上がっている。明日、ご家族と本人とで北病棟見学予定。

· 看護研究のメンバー構成

　　1Ｇ・・・L中野、　滝田　松橋　木村　音喜多　赤坂　佐々木
　　２Ｇ・・・Ｌ本川、　小泉　岩籐　加藤　水上　市島

＜レストランの誘導業務について＞

レストラン誘導時の留意点は？

→誤嚥に注意してみる。

どのように注意してみるのか？

　　→ボーっと立って見ているのではなく、患者様に話し掛けたりして見る。

独語がはげしく食事が進まない患者様に対しての介入は？

　　→声をかけて食事を済ませて頂くように促す。

　レストランへの誘導も看護介入のきっかけとなる。単に食事の摂取状況を見るというのではなく、食事摂取（食行動）の背景には様々な患者情報がある。

ｅｔｃ）食事のスピード、好き嫌い、盛り方、食べ方などなど･･･

　食事摂取の状況を「監視」するのではなく目的をもって「観察」する事が大切である。黙って見守っていれば良いという物ではない。

＜Ｄｒ田名部ケースカンファ＞

八木橋牧雄様･･･昨日、現保護者（清水様）の面会あり。ＰＳＷと面談する。

　　　　　　　　・保護者をやめたい

　　　　　　　　・住所を病院にして欲しい

　　　　　　　　・退院させないで欲しい

　　　　　Ｄｒ→キーパーソンとしての役割は大きい為、できる限りの協力をしてもらいたい。

　　　　　　　　今後についての面談を設定していく。

　　　　　（診察状況）

　　　　　　　おやつあずかりであり、そのことでイライラする。スタッフにいち

いち断る事がイライラの原因。

　　　　　　　今後、外出訓練、自己服薬管理を進めていく旨を説明受けている。

菊地　明子様･･･昨日、義父より免許更新について本人へ連絡あり。免許の更新を1年延ばして欲しいと言われたとの事。

　　　　　Ｄｒ→単独での外出もできているので、今後も続けて欲しい。

　　　　　　　　　中心街への外出訓練等を企画して行って下さい。

　　　　　（診察状況）

　　　　　　　　外出訓練を行い、不安を軽減出来るようになったら8月の免許更新にいけるようにＤｒより伝えられている。

　　　　　　　　日中の眠気訴えているためもう少し様子を見て減薬を検討していく。

倉橋　生子様･･･気分の変動は変わらず見られている。

　　　　　　　Ｄｒ→単独外出は続けていけるようにしてください。

　　　　　（診察状況）

　　　　　　　外界との過敏性ある為、

精神神経用剤・セロクエル(25)　2T　１*ｖｄS/7T　臨時処方となる。

　　　　　　　プログラム、OTには参加するようにとの話されている。　　　　　　　　

















































